
行　　政　　評　　価　　表
電話番号
（内線）

基本目標 H28 H29 H30 H31 H32

基本方針 1,305,512

施策名 1,109,364

96,219

89,324

年度

目標

実績

進捗状況

目標

実績

進捗状況

目標

実績

進捗状況

目標

実績

進捗状況

※赤字：補正・流用により当初予算額から変更した予算額

順調

82.60%

91.50%

順調

汚水処理人口普及率（％）
（水洗化人口＋合併浄化槽
人口＋コミュニティプラント
人口）／行政人口×100

91.1% 92.1% 93.1% 93.1% 94.1%

92.2%

91.40%

順調

水洗化率（％）
水洗化人口／処理区域内
現住人口×100

91.4% 91.6% 91.8% 92.0%

公共下水道処理人口普及
率（％）

処理区域内現住人口／行
政人口×100

81.8% 82.6% 83.4% 84.2% 85.0%

85.4%

公共下水道整備率（％）
公共下水道の整備面積／
事業計画面積×100

81.70%

順調

81.9% 82.0% 82.8% 84.5%

H32

年度

特別会計予算額
（千円）

特別会計決算額
（千円）

一般会計予算額
（千円）

一般会計決算額
（千円）

Ⅲ-５-３４-（３）公共下水道未整備地区の生活排水処理

Ⅲ-５-３４-（４）大規模地震発生時の対応

成果指標
【行政改革大綱における取

組事項名】
指標計算式（指標の説明） H28

※予算費目表に再掲で表示されている事業は、再掲元の予算費目及び
　 総括表に予算額及び決算額を記載しています。

H29 H30 H31

所管する施策の
方向一覧

Ⅲ-５-３４-（１）公共下水道事業の推進

Ⅲ-５-３４-（２）し尿・浄化槽汚泥の処理 ※人件費、一般諸経費、交際費、積立金、繰出金、出資金及び公債費は
　　含まれておりません。

（内線3547）

平 成 ２ ８ 年 度　　　　

所属部 上下水道部 所属課 下水道課 正職員数

総合計画の
位置付け

Ⅲ　環境を保全し人と文化を育むまち

５　環境を保全し継承するまちづくり

３４　生活排水処理の推進<生活排水>

21人
その他
職員数

6人
055-983-2661



年度 H32
成果指標

【行政改革大綱における取
組事項名】

指標計算式（指標の説明） H28 H29 H30 H31

目標

実績

進捗状況

目標

実績

進捗状況

実施

順調

改築工事の実施

策定
し尿・浄化槽汚泥の効率的
な処理の実施及び焼却設備
の廃止【78　衛生プラント維
持管理業務の見直し】

焼却炉廃止

改築基本計画の策定 実施設計の策定 改築工事の実施 改築工事の実施

順調

浄化槽汚泥処理再構築の
検討

調査・研究 調査・研究 調査・研究 他の処理方法の検討 他の処理方法の検討



1 当該年度の実施計画（Plan）

2 実施計画に対する取組内容（Do）

3 実施内容に対する評価（Check）

4 評価結果に対する改善内容（Action）

実施（改善）計画に
対する今年度の取
組内容

計画に従い整備事業を進めるとともに、工事説明会等で市民への各種補助金、融資制度等の周知を図る。また、戸別訪問により水洗化の促進を目
指す。

施策の方向 Ⅲ-５-３４-（１）公共下水道事業の推進

前年度評価に対す
る今年度の実施
（改善）計画

水洗化促進を図るため、整備事業については現状のペースを維持していくとともに、市民への各種補助金、融資制度等のＰＲに努める。

【行革取組項目】
今年度の実施計画

【行革取組項目】
次年度の対応方針

実施（改善）計画に
対する今年度の評
価

工事の繰り越しがあったが、概ね成果指標の維持に結びつく結果になったと評価している。

【行革取組項目】
実施計画に対する
今年度の評価

次年度の事業のあ
り方（改善措置）

公共下水道の普及による環境保全を図るため、公共下水道の整備事業を進める。また、水洗化を促進するために、市民への各種補助金、融資制
度等のPRに努める。

【行革取組項目】
計画期間の取組内
容（進め方）



5 業務計画

No.

目標 2.1ha 1.0ha 1.0ha 1.0ha 1.0ha

実績 0.8ha

達成状況 未達成

目標 6.3ha 6.0ha 6.0ha 6.0ha 6.0ha

実績 6.5ha

達成状況 達成

目標 11.1ha 6.0ha 6.0ha 20.0ha 6.0ha

実績 9.3ha

達成状況 未達成

目標 0件 0件 0件 0件 0件

実績 0 件

達成状況 達成

目標 0件 0件 0件 0件 0件

実績 0 件

達成状況 達成

目標 0.33kWh/m3 0.33kWh/m3 0.33kWh/m3 0.33kWh/m3 0.33kWh/m3

実績 0.29 kWh/m3

達成状況 達成

目標 74.0% 74.0% 74.0% 74.0% 74.0%

実績 72.2%

達成状況 達成

目標 0件 0件 0件 0件 0件

実績 0 件

達成状況 達成

目標 2件 2件 4件 2件 3件

実績 2 件

達成状況 達成

目標 3件 2件 2件 4件 4件

実績 3 件

達成状況 達成

目標 1件 2件 2件 1件 1件

実績 2 件

達成状況 達成

事業名 手段・業務内容 活動指標

目標及び実績 今後の取組み方針

年度 H28 H29 H30 H31 H32
改善内容、終了・休止理由、

目標値変更理由等

1 管渠布設工事 整備面積（ha） 維持

4　終末処理場維持
管理事業

行政改革
大綱にお
ける取組

1 単独公共下水道
整備事業

3 特定環境保全公
共下水道整備事業

1 管渠布設工事 整備面積 維持
平成28年度工事が繰り越し
明許となったため

2 流域関連公共下
水道整備事業

1 管渠布設工事 整備面積 維持

2 保守（保守委託・修繕）
機器・配管等の故障
による法令等の違反
及び事故の件数

維持

1 運転管理
運転管理による放流
水質等の法令等の違
反及び事故の件数

維持

4
脱水汚泥発生量の抑
制

年間汚泥処理
汚泥含水率
脱水機能力　79％以
下

維持

3
電気使用量の適正使
用

年間汚水流入量(m3)
に対する年間使用電
力量

維持

1
老朽化対策・地震対策
長寿命化対策・危機管
理対策等（土木・建築）

工事（土木・建築）件
数

維持

5 臭気対策 苦情の件数 維持

5　終末処理場整備
事業

3
老朽化対策・省エネ化
長寿命化対策・危機管
理対策等

委託件数 維持

2
老朽化対策・省エネ化
長寿命化対策・危機管
理対策等（機械・電気）

工事（機械・電気）件
数

維持



No.

事業名 手段・業務内容 活動指標

目標及び実績 今後の取組み方針

年度 H28 H29 H30 H31 H32
改善内容、終了・休止理由、

目標値変更理由等

行政改革
大綱にお
ける取組

目標 45,200人 45,576人 45,950人 46,322人 46,693人

実績 47,402人

達成状況 達成

目標 182.1km 183.8km 185.5km 187.2km 188.9km

実績 180.018km

達成状況 未達成

目標 32箇所 32箇所 33箇所 33箇所 34箇所

実績 28箇所

達成状況 未達成

目標 2件以下 2件以下 2件以下 2件以下 2件以下

実績 2件

達成状況 達成

目標 1件以下 1件以下 1件以下 1件以下 1件以下

実績 0件

達成状況 達成

目標 37,415人 37,728人 38,038人 38,346人 38,652人

実績 36,548人

達成状況 未達成

目標 149.1km 150.9km 152.7km 157.8km 159.6km

実績 142.3km

達成状況 未達成

目標 22箇所 23箇所 23箇所 24箇所 24箇所

実績 21箇所

達成状況 未達成

目標 2件以下 2件以下 2件以下 2件以下 2件以下

実績 2件

達成状況 達成

目標 0件 0件 0件 0件 0件

実績 0件

達成状況 達成

目標 140件 140件 140件 140件 140件

実績 72件

達成状況 未達成

目標 700千円 700千円 700千円 700千円 700千円

実績 360千円

達成状況 未達成

8　し尿浄化槽廃止
に対する補助事業

3
ポンプ場及びマンホー
ルポンプの数

管理施設数 維持
平成28年度増設予定が無
かったため

2
流域関連公共下水道
管路延長

管路延長 維持

1
し尿浄化槽廃止に対
する補助金

交付件数 拡大
補助制度のＰＲに今後も努め
る。

7　流域関連公共下
水道維持管理事業

5
水質・臭気等の異常発
生数

不具合発生件数 維持

4
管路閉塞、ポンプ故障
等による利用者の下
水排除支障発生件数

不具合発生件数 維持

1
流域関連公共下水道
利用者数

利用者数 維持

2
し尿浄化槽廃止に対
する補助金

交付額 拡大
補助制度のＰＲに今後も努め
る。

6　単独公共下水道
維持管理事業

平成28年度工事が繰り越し
明許となったため

4

5
水質・臭気等の異常発
生数

不具合発生件数 維持

2
単独公共下水道管路
延長

管路延長

管路閉塞、ポンプ故障
等による利用者の下
水排除支障発生件数

不具合発生件数 維持

3
ポンプ場及びマンホー
ルポンプの数

管理施設数 拡大

維持
平成28年度工事が繰り越し
明許となったため

1
単独公共下水道利用
者数

利用者数 維持



No.

事業名 手段・業務内容 活動指標

目標及び実績 今後の取組み方針

年度 H28 H29 H30 H31 H32
改善内容、終了・休止理由、

目標値変更理由等

行政改革
大綱にお
ける取組

目標 10回以上 10回以上 10回以上 10回以上 10回以上

実績 11回

達成状況 達成

目標 250人 250人 250人 250人 250人

実績 490人

達成状況 達成

目標 1件 1件 1件 1件 1件

実績 0件

達成状況 未達成

目標 600千円 600千円 600千円 600千円 600千円

実績 0円

達成状況 未達成

目標 10回以上 10回以上 10回以上 10回以上 10回以上

実績 11回

達成状況 達成

目標 250人 250人 250人 250人 250人

実績 490人

達成状況 達成

目標 1件以上 1件以上 1件以上 1件以上 1件以上

実績 0件

達成状況 未達成

目標 57千円 57千円 57千円 57千円 57千円

実績 7,748円

達成状況 未達成

目標 10回以上 10回以上 10回以上 10回以上 10回以上

実績 11回

達成状況 達成

目標 250人 250人 250人 250人 250人

実績 490人

達成状況 達成

8　し尿浄化槽廃止
に対する補助事業

9　低地私設ポンプ
設置補助事業

10　水洗便所改造
等資金融資斡旋利
子補給金補助事業

3

補助制度のＰＲに今後も努め
る。

4
下水道展等イベント開
催

下水道展入場者数 維持

2
水洗便所改造資金等
融資斡旋利子補給金

1
低地施設ポンプ設置
補助金

交付件数 維持

4
下水道展等イベント開
催

下水道展入場者数 維持

下水道工事に伴う住民
説明会

説明会実施回数 維持

1
水洗便所改造資金等
融資斡旋利子補給金

交付件数 拡大

交付額 拡大
補助制度のＰＲに今後も努め
る。

2
低地施設ポンプ設置
補助金

交付額 維持
補助制度のＰＲに今後も努め
る。

補助制度のＰＲに今後も努め
る。

3
下水道工事に伴う住民
説明会

説明会実施回数 維持

4
下水道展等イベント開
催

下水道展入場者数 維持

3
下水道工事に伴う住民
説明会

説明会実施回数 維持



施策の方向

6 各事務事業に対する事業費

予算額 （うち一般財源） 予算額 （うち一般財源） 予算額 （うち一般財源） 予算額 （うち一般財源） 予算額 （うち一般財源）

決算額 （うち一般財源） 決算額 （うち一般財源） 決算額 （うち一般財源） 決算額 （うち一般財源） 決算額 （うち一般財源）

239,145 (965) 238,012 (24,918)

210,414 (70)

194,299 (7,183) 285,566 (2,741)

169,507 (6,721)

296,676 (348) 195,804 (0)

211,139 (58)

336,961 (0) 329,515 (0)

289,823 (0)

135,110 (14,501) 204,504 (3,868)

132,985 (5,150)

59,228 (0) 54,701 (0)

56,059 (0)

42,736 (0) 42,409 (0)

39,069 (0)

700 (0) 700 (0)

360 (0)

600 (0) 600 (0)

0 (0)

57 (0) 57 (0)

8 (0)

10　水洗便所改造資金等融資斡旋利子補
給金補助事業(06.01.02.01.020.88.19.51)

維持

8　し尿浄化槽廃止に対する補助金
(06.01.02.01.020.88.19.52)

維持

9　低地私設ポンプ設置補助事業
(06.01.02.01.020.88.19.53)

維持

7　流域関連公共下水道維持管理事業費
(06.01.02.01.020.02)

維持

予算費目の事業名、補助金（細節）名

Ⅲ-５-３４-（１）公共下水道事業の推進

H32歳出（千円）

事業費
次年度の
コスト方

向性

決算額増減の理由・改
善状況等

行政改革
大綱にお
ける取組

H28歳出（千円） H29歳出（千円） H30歳出（千円） H31歳出（千円）

1　単独公共下水道整備事業
(06.01.01.01.020.01)

維持

2　流域関連公共下水道整備事業
(06.01.01.02.020.01)

増大

3　特定環境保全公共下水道整備事業
(06.01.01.03.020.01)

削減

4　終末処理場維持管理事業
(06.01.02.02.020.01)

維持

5　終末処理場整備事業(06.01.01.04.020.01) 増大

6　単独公共下水道維持管理事業費
(06.01.02.01.020.01)

維持



1 当該年度の実施計画（Plan）

2 実施計画に対する取組内容（Do）

3 実施内容に対する評価（Check）

4 評価結果に対する改善内容（Action）

施策の方向 Ⅲ-５-３４-（２）し尿・浄化槽汚泥の処理

前年度評価に対す
る今年度の実施
（改善）計画

供用開始後20年以上経過し、老朽化している設備・機器等について、計画的な修繕を実施する。

【行革取組項目】
今年度の実施計画

【78　衛生プラント維持管理業務の見直し】
施設の稼働状況のほか、人口減少、社会情勢等を勘案する中で、安定的な汚水処理実現のため、耐用年数の超過に伴い施設更新に多額の費用
が見込まれる焼却設備の廃止を視野に入れた衛生プラント改築基本計画を策定するほか、浄化槽汚泥処理再構築について検討を進める。

実施（改善）計画に
対する今年度の取
組内容

好気性消化槽溶存酸素計取替修繕、汚泥掻寄機減速機修繕等、計画的な修繕を実施する。

【行革取組項目】
計画期間の取組内
容（進め方）

【78　衛生プラント維持管理業務の見直し】
衛生プラント改築基本計画を策定する。浄化槽汚泥処理再構築の検討のための調査・研究を行う。

実施（改善）計画に
対する今年度の評
価

公舎屋根緊急修繕等の予定外の修繕があり一部計画道理出来なかった修繕があったが、運転管理による放流水質・汚泥処分等の法令等の違反
や機器・配管等の故障による汚泥流出事故等はなかった。

【行革取組項目】
実施計画に対する
今年度の評価

【78　衛生プラント維持管理業務の見直し】
衛生プラント改築基本計画は策定できた。また、汚泥処理については、外部搬出を中心とし施設の再構築の検討のための調査・研究を行う。

次年度の事業のあ
り方（改善措置）

供用開始後20年以上経過し、機器等の老朽化が進行している。今後は、施設の稼働状況のほか、人口減少、社会情勢等を勘案する中で、安定的
な汚水処理のため、改築基本計画に基づき事業を進めていく。

【行革取組項目】
次年度の対応方針

【78　衛生プラント維持管理業務の見直し】
衛生プラント改築実施計画を策定する。、汚泥処理については、外部搬出を中心とし施設の再構築の検討のための調査・研究を行う。



5 業務計画

No.

目標 0件 0件 0件 0件 0件

実績 0件

達成状況 達成

目標 0件 0件 0件 0件 0件

実績 0件

達成状況 達成

目標 500,000kWh 500,000kWh 500,000kWh 500,000kWh 500,000kWh

実績 462,587kWh

達成状況 達成

目標 0件 0件 0件 0件 0件

実績 0件

達成状況 達成

目標
改築基本計
画の策定

改築設計の
実施

改築工事 改築工事 改築工事

実績 策定済み

達成状況 達成

目標 調査・研究 調査・研究 調査・研究
他の処理方
法の検討

他の処理方
法の検討

実績 実施

達成状況 達成

焼却施設廃止 維持5
衛生プラント維持管理
業務の見直し

6
衛生プラント維持管理
業務の見直し

維持

○

行政改革
大綱にお
ける取組年度 H28 H29 H30 H31 H32

改善内容、終了・休止理由、
目標値変更理由等

事業名 手段・業務内容 活動指標

目標及び実績 今後の取組み方針

2 保守（保守委託・修繕）
機器・配管等の故障
による汚泥流出事故
等の重大件数

維持

1　衛生プラント管理
運営事業【行革取
組番号　78】

1 運転管理
運転管理による放流
水質・汚泥処分等の
法令等の違反件数

維持

浄化槽汚泥処理再構
築の検討

維持 ○

3
電気使用量の適正使
用

年間使用電力量 維持

4 臭気対策 苦情の件数



施策の方向

6 各事務事業に対する事業費

予算額 （うち一般財源） 予算額 （うち一般財源） 予算額 （うち一般財源） 予算額 （うち一般財源） 予算額 （うち一般財源）

決算額 （うち一般財源） 決算額 （うち一般財源） 決算額 （うち一般財源） 決算額 （うち一般財源） 決算額 （うち一般財源）

84,525 (84,525) 80,119 (80,085)

79,720 (79,690)

Ⅲ-５-３４-（２）し尿・浄化槽汚泥の処理

予算費目の事業名、補助金（細節）名

事業費
次年度の
コスト方

向性

決算額増減の理由・改
善状況等

H28歳出（千円） H29歳出（千円） H30歳出（千円） H31歳出（千円） H32歳出（千円）

1　衛生プラント管理運営事業
(01.04.02.04.020.01)【行革取組番号　78】

維持 ○

行政改革
大綱にお
ける取組



1 当該年度の実施計画（Plan）

2 実施計画に対する取組内容（Do）

3 実施内容に対する評価（Check）

4 評価結果に対する改善内容（Action）

施策の方向 Ⅲ-５-３４-（３）公共下水道未整備地区の生活排水処理

前年度評価に対す
る今年度の実施
（改善）計画

生活排水による公共用水域の水質汚濁の防止を図るには、汲み取り便槽又は単独処理浄化槽から合併処理浄化槽への転換を促進する必要があ
るため、浄化槽補助制度についての広報に努めることで、申請件数の増加を目指していく。
また、平成27年度から、公共下水道計画区域内において、技術上等の理由により下水道の敷設が極めて難しい場所について、市単独による浄化
槽補助制度を新設、これにより公共用水域の水質汚濁の更なる防止を図る。

【行革取組項目】
今年度の実施計画

実施（改善）計画に
対する今年度の取
組内容

生活排水による公共用水域の水質汚濁の防止を図るには、汲み取り便槽又は単独処理浄化槽から合併処理浄化槽への転換を促進する必要があ
るため、浄化槽補助制度について20件の申請を目指していく。
また、公共下水道計画区域内において、技術上等の理由により下水道の敷設が極めて難しい場所について、市単独による浄化槽補助を1件目標と
する。

【行革取組項目】
計画期間の取組内
容（進め方）

実施（改善）計画に
対する今年度の評
価

浄化槽補助制度については、目標を達成することが出来たが、公共下水道計画区域内において、技術上等の理由により下水道の敷設が極めて難
しい場所への市単独による浄化槽補助については対象が無かった。

【行革取組項目】
実施計画に対する
今年度の評価

次年度の事業のあ
り方（改善措置）

生活排水による公共用水域の水質汚濁の防止を図るには、汲み取り便槽又は単独処理浄化槽から合併処理浄化槽への転換を促進する必要があ
るため、浄化槽補助制度についての広報に努めることで、申請件数の増加を目指していく。平成29年度は北沢のサンステージ向山等の大規模団地
への需要があり、当初の目標値を修正する。

【行革取組項目】
次年度の対応方針



5 業務計画

No.

目標 20件 80件 30件 30件 30件

実績 25件

達成状況 達成

目標 7,532千円 29,576千円 11,078千円 11,078千円 11,078千円

実績 9,604千円

達成状況 達成

目標 1件 1件 1件 1件 1件

実績 0件

達成状況 未達成

目標 332千円 332千円 332千円 332千円 332千円

実績 0円

達成状況 未達成

制度等のＰＲを行う。

1
浄化槽設置事業費補
助金

交付件数 拡大
大規模団地の開発があった
ため目標値を変更する

拡大

大規模団地の開発があった
ため目標値を変更する

拡大

1　合併処理浄化槽
設置整備事業（国・
県支出金を伴う）

2　合併処理浄化槽
設置整備事業（市
単独事補助分）

1
浄化槽設置事業費補
助金

交付件数

浄化槽設置事業費補
助金

2 交付額

行政改革
大綱にお
ける取組年度 H28 H29 H30 H31 H32

改善内容、終了・休止理由、
目標値変更理由等

事業名 手段・業務内容 活動指標

目標及び実績 今後の取組み方針

2
浄化槽設置事業費補
助金

交付額 拡大 制度等のＰＲを行う。



施策の方向

6 各事務事業に対する事業費

予算額 （うち一般財源） 予算額 （うち一般財源） 予算額 （うち一般財源） 予算額 （うち一般財源） 予算額 （うち一般財源）

決算額 （うち一般財源） 決算額 （うち一般財源） 決算額 （うち一般財源） 決算額 （うち一般財源） 決算額 （うち一般財源）

11,362 (7,629) 29,576 (16,580)

9,604 (5,637)

332 (332) 332 (332)

0 (0)

Ⅲ-５-３４-（３）公共下水道未整備地区の生活排水処理

予算費目の事業名、補助金（細節）名

事業費
次年度の
コスト方

向性

決算額増減の理由・改
善状況等

H28歳出（千円） H29歳出（千円） H30歳出（千円） H31歳出（千円） H32歳出（千円）

1　浄化槽設置事業費補助金（国・県支出金を伴う
事業費補助金）(01.04.02.04.020.86.19.51)

増大

行政改革
大綱にお
ける取組

2　浄化槽設置事業費補助金（市単独事業
費補助金）(01.04.02.04.020.88.19.51)

維持



1 当該年度の実施計画（Plan）

2 実施計画に対する取組内容（Do）

3 実施内容に対する評価（Check）

4 評価結果に対する改善内容（Action）

施策の方向 Ⅲ-５-３４-（４）大規模地震発生時の対応

前年度評価に対す
る今年度の実施
（改善）計画

大規模地震発生時における市民の生活排水処理の保全を図るため、仮設トイレの設置（借上げ）等に係る協定を今年度中に締結する。

【行革取組項目】
今年度の実施計画

実施（改善）計画に
対する今年度の取
組内容

平成27年度に実施した当該協定に係る事前協議を踏まえ、仮設トイレ設置事業者と再調整を図り、平成28年度中に協定を締結する。

【行革取組項目】
計画期間の取組内
容（進め方）

実施（改善）計画に
対する今年度の評
価

平成28年度に三島市災害廃棄物処理計画が新たに策定されたことを受け、協定案の内容について当該計画とのすり合わせ等が必要となり、協定
の締結にまで至らなかった。

【行革取組項目】
実施計画に対する
今年度の評価

次年度の事業のあ
り方（改善措置）

平成29年度中に、協定を締結する。

【行革取組項目】
次年度の対応方針



5 業務計画

No.

目標 協定締結 協定継続 協定継続 協定継続 協定継続

実績 未締結

達成状況 未達成

行政改革
大綱にお
ける取組年度 H28 H29 H30 H31 H32

改善内容、終了・休止理由、
目標値変更理由等

事業名 手段・業務内容 活動指標

目標及び実績 今後の取組み方針

1　大規模地震発生
時における仮設トイ
レの設置

1
仮設トイレ設置のため
の協定締結

協定の締結状況 維持



施策の方向

6 各事務事業に対する事業費

予算額 （うち一般財源） 予算額 （うち一般財源） 予算額 （うち一般財源） 予算額 （うち一般財源） 予算額 （うち一般財源）

決算額 （うち一般財源） 決算額 （うち一般財源） 決算額 （うち一般財源） 決算額 （うち一般財源） 決算額 （うち一般財源）

Ⅲ-５-３４-（４）大規模地震発生時の対応

予算費目の事業名、補助金（細節）名

事業費
次年度の
コスト方

向性

決算額増減の理由・改
善状況等

H28歳出（千円） H29歳出（千円） H30歳出（千円） H31歳出（千円） H32歳出（千円）

1　なし 維持

行政改革
大綱にお
ける取組



電話番号
（内線）

基本目標 施策名

基本方針

正職員 その他職員

単独公共下水
道整備事業

3362H 0H

流域関連公共
下水道整備事
業

4482.6H 0H

特定環境保全
公共下水道整
備事業

3362H 0H

終末処理場維
持管理事業

3961H 1470H

終末処理場整
備事業

3471H 490H

単独公共下水
道維持管理事
業

5601H 1868H

流域関連公共
下水道維持管
理事業

5601H 1868H

し尿浄化槽廃
止に対する補
助事業

900H 10H

3月
従事見込時間数

平成28年度　スケジュール表 所属部 上下水道部 所属課 下水道課 正職員数 21人

9月 10月 11月 12月 1月 2月事業名 4月 5月 6月 7月 8月

055-983-2661

総合計画の
位置付け

Ⅲ　環境を保全し人と文化を育むまち ３４　生活排水処理の推進<生活排水>

５　環境を保全し継承するまちづくり

その他職員数 6人
（内線3547）

交
付
金
予
算
内
示
 

交
付
金
交
付
申
請
 

実
施
に
関
す
る
計
画
 

内
示
変
更
 

内
示
変
更
 

翌
年
度
概
算
要
望
 

翌
年
度
本
要
望
 

前
年
度
完
了
検
査
 

下水道工事の設計・説明会開催・各種協議・工事監督・検査・完了報告（引渡し） 

 し尿浄化槽廃止に対する補助事業交付事務 

管渠、マンホール等の維持管理業務 

水質検査・臭気検査(5，8，11，2月) 

管渠、マンホール等の維持管理業務 

水質検査・臭気検査(5，8，11，2月) 

①下水道法第22条第２項に係る法定業務 

①交付金申請 

②設計・積算業務(土木・建築 2件 機械・電気 3件 委託 1件） 

③施工監理(土木・建築 2件 機械・電気 3件 委託 1件） 



電話番号
（内線）

基本目標 施策名

基本方針

正職員 その他職員
3月

従事見込時間数

平成28年度　スケジュール表 所属部 上下水道部 所属課 下水道課 正職員数 21人

9月 10月 11月 12月 1月 2月事業名 4月 5月 6月 7月 8月

055-983-2661

総合計画の
位置付け

Ⅲ　環境を保全し人と文化を育むまち ３４　生活排水処理の推進<生活排水>

５　環境を保全し継承するまちづくり

その他職員数 6人
（内線3547）

低地私設ポンプ
設置補助事業

348H 5H

水洗便所改造
等資金融資斡
旋利子補給金
補助事業

620H 0.5H

衛生プラント管
理運営事業

934H 561H

合併処理浄化
槽設置整備事
業

450H 0H

大規模地震発
生時における仮
設トイレの設置

協定締結 117H 0H

低地私設ポンプ設置補助金交付事

水洗便所改造等資金融資斡旋利子補給金補助交付事務 

①廃棄物の処理及び清掃に関する法律 
第21条 (技術管理者）に係る法定業務  
（運転管理及び保守） 

下水道法認可区域外の合併浄化槽設置事業の推進 

仮設トイレ取扱事業者との協議、調整等 


